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分
資
，本
の
循
環
と
ー
：
4
.ふ
立
場
^
り
锶
識
す
:̂
が
潙
龙
に
ゾ
货
腊
對
照
表
の
各
猶
领
目
の‘懷
'«
と
し
て
ぃ
，
こ
如
を
费
、用
と
給
附
の
，贾
則
よ 

り
埤
潫
:L〔

.從
つ
，ズ
、
獮
記
吐
の
噸;«
过
り
*
谰
哄
る
4

の
を
调
>

よ
ぅ
と
す
る
こ
と-
^
し
立
場
の
如
異
上
當
激
で
は‘ぁ
る
ま
い
か
0 

而

し

，
て

ス

こ
i
;K
:
f
:時
價
論」

の
存
在p

餘
地
:o
當
然
光
毋
認
せ
ら
る
べ
き
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
海
へ
‘る
。

‘
と
^

-̂
れ
ノ
本
嘗
が
邊
計
靡
思
考
を
純
せ
す
る
上
に
多
大
め
‘寄
與
を
な
せ
る
こ
^
甘
多
言
を
耍
せ
ぬ
と
こ
ち
で
あ
今
唯
本
寄
に
說 

か
，る
>

^

:

は̂
上
れ
を
手
に
す
る
も
の
、
立
場
嗛'0|
:
:0
飞
劳
千
の
相
異
の
栉
す
る0
で
は
な
い
か
と
思
ふ0
小
营
敎
受
の
指
摘
す
る 

^

こ
;6
，

は

，あ

，
る

が

ノ

經

營

分

析

は

こ

,̂
に
來
國
ボ
於
.い
.て
、
こ
れ
^
發
生
史
的
に
見
れ
ば
、

一
、
興
信
者
の
財
政
表
分
析
よ
り
、
ニ
、 

放
資
者p

册
政
表
分
析
、
三
、
企
業
常
の
同
表
分
析
へ
と
發
-M(

經
營
學
論
集
第
九
窣
ゾ
七
て
ゐ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
：
共
の
立
場 

Q

湘
異
に
よ
り
同
じ
く 
_

經
營
の
良
贫
とW

ふ
も
其
Q

S
 

■
干

篇

異
f

、•
各

方

繁

他
f

Q

よ
り
f

多
く
特
殊
目
的 

の
'̂
め
舊
す
る
も
？

？

る;0
で
は
な
い
か
と
旁
へ
ら
れ
孟
、
敎
授
が
點
に
就
い
て
尙
ほ
敎
•基
れ
た
な
ら
ば
一
歷
其Q 

■M
彩
を
附
し
た
こ
と
、
思
は
れ
る
。
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又
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仲
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間
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.

•
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-之
0
數
ヶ
月
間
に
日
木
の
經
濟
史
の
擧
撂
に
は
、
：
ニ
っ
の
ヵ
作
が
柬
洒
か
ら
發
康
せ
ら
れ
て
人

4
の
話
題
に
登
っ
た
。.然

も

そ

_の
ニ 

力
作
は
頗
名
對
照
：

S

で
も
あ
る
。1

は
大
塚
久
雄
氏
蒂
の

「

株
式
會
社
發
坐
史
論」

で
あ
り
、
他
は
こ
、
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
奸
本
父
次 

.氏
奢
，の「

株
仲
間
の
硏
究
し
で
あ
る
。
前
臂
は
人
も
知
^

衆
京
^

大
本
位
田
博
士
鬥
下
の
逸
才
、
後
者
は
東
都
帝
大
本
法
博
士
の
流
れ
を 

汲
*̂
^

^
で
あ
る
。
共
.に
若
さ
^

於
い
.て
四
敵
し
、
相
異
る
學
銃
を
奴
肩
に
檐
は
せ
て
競
ふ
た
點
、
誠
.に
偉
觀
で
あ
：る
。
然
も
兩
氏
の 

硏
究
對
象
^
:
.の
朿
西
を
異
に
す
る
も:1
洪
-に
斜
键
制
下
の
商
業
資
本
に
そ
、
が
れ
た
。
即
ち
大
塚
氏
は
株
式
會
社
發
坐
へ
の
資
本
の 

集
中
^

^
、
そ
の
資
本
舉
屮
は.謂
.ゅ
.る
前
期
的
#

本
で
，あ
づ.た
か
ら
，
そ
の
主
要
題
目
は
そ
の
前
期
的
資
本
の
解
明
^
そ
の
集
中
形
態.の
_ 

展
開
.に
*あ
?i
)
%
-宮
本
氏
の
は
旧
本
に
於
け
る
會
：
^

度
減
立
の
*-
際
的
銮
礎
で
あ
っ
た̂

:
間

，
の

綜

合

朐

硏

究

を

目

指

す

;0
ニ

論

著

が 

殆

^
-̂
司 

一•軸
間
@
ハ
同
い
部
門
の
問
題
を
驵̂

に
截
せ
^

事
は
、’
最
抵
の
經
濟
史
擧'.
«
>傾
向
を
物
語
る
も
の.と
し
て
興
味
‘が
深
い
，

,

,扨
-.
-
>我
が
德
川
時
代.の
齒
品
歲
幣
經
濟
攸
前
時
代‘に
比
し
"て
«

し
く
進
庐
し
：た̂

は
苕
0
、
求
だ
自
然
释
濟
的
な
封
_
制
度
治
下
に 

あ
り
*
而
4

鎖
國
と1

K

ふ
不
自
然
:-
^

政
‘治
的
束
紫
加
は
つ
允.ゐ
，た
か
ふ
、
へ
そ
の
速
產*i
桟

は

，小

さ
1

交
通
，機
關
の
發
達
も
来
熟
で
、 

饬
品
市
場
は
*

し
X
狹
隘
な
も
•.の
'で
あ
.つ
た
。
從
つ
，て
こ
の
狹
含
市
場
杷€
存
せ
ね
ば
な
仑
ぬ
商
人
は"
勢
ひ
を
れ
自
ら
の
保
身•の
爲
；
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宮
本
又
為.氏
箸
1林
:#
调
の
：菥
究
、
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一

四

六

a
〇
〇
四)

' 

め
.に
‘仲

間

を
作
つ
て
，
競

^
?:
-
排
除
乜
獨
占
に̂

め
^

?
こ
れ
ら
仲
'̂
は
初
め
#

に
私
盟
で
あ
つ
た
が
、
•後
稱
々
■な
る
理
to
の
下
に
公 

せ
ら
れ
株
仲
間
と
稱
し
た.6
: t

の
顷
に
於
v>
て
は
單
•に
獨
古
•
排
他
の
み
で
な
く
、
仲
間
内
に
は
連
帶
的
ft
質
^
，̂
'.
t
>、
或
は
*靜
識
な
る
‘ 

社
會
に
埭
-&
委
ね
て
薄
し
ぐ
，保
守
的
篇
分
を
橫
擬
さ‘せ「

た
..
0
.故

苽

セ

そ

、
獨

占

，
排

他

?:
*
忌
む
執
政
者
に.も
株
伸
間
が
公
認:̂
れ
た
譯
で
. 

あ
•ぶ
。
，
，
株

伸

間
^
か
上
名'當
埒
の
：
社
^

©

•經

掏

盼

必

要.か^
在
ゼ
，た
も
：
め
で

^

‘
り

、

常
時
の
‘商
^
取
引
は
そ
の
庇
護
の
卞
に
圓
滑
に
營 

ま
れ
た
も
の
で
あ:̂
。
か

4
る
意
_
を
特
ち
、'、德
川
時
代
經
濟
組
織
の
硏
究
忙
は
逸
す
べ
か
ら
咨
る
，株
仲
間
に
し
て
.、

#

來
纏
ま
つ
た 

硏
究
.が

.#
つ

て

發

表

，せ

ら

れ

な

か

つ

た

：9
^

し
縣
仲
M

は
初
‘め
私
盟
で
あ
り>
,土
•地
に
ょ
^
阵
«
,亿
ょ
:0
異
る
發
生
.
發
展
を
な
し
、̂ 

め
に
個
々
#
仲
間
の
硏
究
は
容
易
な
る
も*
•粽
合
的
研
究
を
.̂
す
に
は
夥
し
き
皮
料
を
集
め
、
そ
れ
の
丹
念
な
る
.分
析
、、
再
編
成
とv> 

ふ
.多

大

の

贺

カ

が

必

要

，で

あ

つ

た

办

：ら
で
あ

ら

.ぅ(

今
、
宵
本
氏
'̂
,*
？
:
の
.

1J

條
件
-|
?
:粲
ぬ
耀
<
.て
我
々
の
前
.に
そ
の
硏
究
を
發
表
す
る
。 

全
篇
八
章
ノ
四
节
三
十
四
孩
に
渉
る
汰
册
で
：
歷
史
‘あ
る
日
本
經
濟
涑
硏
贫
所
硏
浣
叢
書
唧
第
九
册
を
構
減
す
る
-0
、以
卞
そ
の
大
耍
を 

姻
記
^

^
し
た
か
:。

- 

, 

■
'

,■
:

、

.

.
•.
:

•

:

•■
/

■
 

*

- 

株
仲
間
•̂
生
!0
'遠

忿

洗

，縱

を

尋

尨

；
な
ら
ば
戚
は
上
古
の

'-
1
部」

’に
ま
で
遡
ら
ね
ば
な
ふ
ぬ.が

、
，
著

卷

は

，株

.仲
間
‘の
直
接
光
行
形
態
た 

る「

座j

の
瞥
見
h
以
つ
て
第
一
章
を
初
め
るo
.座
は
平
安
朝
末
期
に
萠
芽
を
發
し
、
室
町
時
代
に
■

者
な
發
達
を
遂
げ
た
。
そ
れ
は
公 

f

社
寺
と
關
係
し
、
そ
の
庇
誰
の
下
に
營
業
權.諸
役
免
除
權
*
關
税
免
除
權
を
得.て
活
躍
^

る
集
_

で

あ

沐

、

そ

の

成

員

は

.初

め

樂 

人•！！

人
"
神
人
ま
で
も
雜
多
に
含
ん
で
ゐ
た
が
、
後
期
に
及
び
手
工
業
者
乃
至
商
人
の
營
業

1

占
國
職
化
す
.る
傾
向
が
强
く；
^
つ
た
。 

即
ち
著
し
く
策
の
株
仲
間
の
面
貌
を
帶
び
た
の
で
あ
る
。
然
し
戰
國
時
代
を
經
て

-
分
權
か
ら
銃I

的
封
»

社
#

へ
移
向
し
、
そ
れ
に 

伴
0
て
商
品
*
貨
»
經
濟
が
龜
展
す
る
の
時*
座
は
崩
壊
乃
至̂

^
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
何
故
な
れ
ば
座
は
著
し
く
分
散
的
で
あ
り
.、

.
臣
從
的
で
あ
り‘、
そ
の
成
員
，の
職
業
分
化
も
遥
し
く
後
ル
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
樂
市
•
樂
座
な
る
座
の
解
放
の
根
本
意
義
は
そ
こ
に
あ

.り
'
彭
»
^
.る
自
-̂

商
業
が
次
で
行
は
れ.た
0
'然
し
德
川
氏
に
尤
る
顿1
.が
完
成
じ
、
鎖
國
ガ
勵
行
さ
れ
商
ロ
 
n*
贤
辑
經
濟
<D
-
進
展
力 

.
1

須
»
ず
る
や
，
物
皆f

が
儘
の
狀
態
允
定
着
膠

著
':

せ
し
め
ん
.と
の
機
運
が
現
は
れ
る.。-
•か
ぐ
.て
商
義
若
間
に
も
そ
の.保
守
.
傅 

銃
•統
制
I

ん
ず
る
傾
隳
牛：

じ
仲
間
が
成
.立
：す
る
に
，至
る
。’
#

一
章
.に
於
い
て
は
そ
の
仲
間
成
立
過
程
を
江
戸•大
阪
I

他
の
'各
.

.上
&

0
.C
見
、
續
い
ャ
そ
の
公
認
方
針
を
大
體.四
段
階
に
分
ち
得
る
事
を
指
摘
す
る0
即
ち
.

C

 
一
 

0
慶
長
ょ
-0
寬
永
に
至
る
間
は
外
國
質':

，易
の
統
制
或
一
麄
察
的
娘
締
上
"
又
は
雜
府
に
對
す
る
功
顧
の
反
對
給
付
と
し
そ
：認
可
さ
れ
、

(

ニ)

寬
文
•
延
寶
以
降
に
は
配
給
量
及
び 

懷
枪
•の
統
唧
或
は
不
芷
商
行
爲
取
締
の.た
.め
、
...又
命
令
傳
達
の
單
位
と
し
て
認
め
ち
托

C
I
S

享
保
以
後
.と
レ̂
^
^

‘_

成
，
素

念

馨

鏨

、
都

市

讀Q.

た
め
，
最
後Q

(

四)

明
和
•
安
永
以
降
？

はI

財
I

s

、た
め
、
冥
1

>

ー
納
の

有

無

に.ょ

：り
極
め
て
■放
漫
.に
認
可
さ
れ
る
に
至
つ
た。

. 

.

か
<

て
成
立
せ
る
株
仲
間
は
如
何
な
る'1
1
織
-̂
持
ち
、
如
.何
な
る
機
能
を
有
し
た
か
は
、
次<0
畫

章

、'第
四
章
が
之
.囊

撒

す

る

。

ざ
_

^

^

;全
«:
_

怒
^

汸
*,
に
：豐
富
&
顏

料

を

馨
_

證
_

泛
_

"
朋
^
 ̂

: 

3

組
織
-
就̂
い
て
.登

の

構

成

，
機

關
•
精
神
及
び
■

、の

四

節

に

分

つ

て

述

•ベ
ら
れ
る
。
、
株
仲
間
は
株
を
持
づ
同
業
者
ぬ
屢
セ
感

：

..るo

味
と
は
木
來
樹
木
の
切
株
.の
こ
と
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
冬
、
‘#
夫
が
或
は
燒
き
、
或
は
伐
採
す

f

も
、
春
に
は
再
びf

發
す 

る
9
そ
れ
がr

近
世
®}
:
會
に
聆
v>
:
y譜
代
制
度
•
世
襲
制
度
が
固
定
塞'と
共
.に
、
塊

位

•
#-
分
兮
格
式•業

務

％
膽«
し
拔tt
ざ

另
f

を 

■.株

と
^

し
、

そ
の
數

が

'民

定

さ

-̂
V
に
及
び
、1

の
權
利
と
な
り
、
页
に
之
が
賫
買*議
渡
.の
客
體
と
な
る
に
至
つ‘て
、
株
又
は
株
成
の.

〃

■

房

に

雪

つ

泠

。
|

の

株

は

增

加

性

&
:
宠

性f

栘

轉

性

•
；霧

性

議

擔
i

$
:»
管

持

ち

、
そ
れ
あ'る
_

依
：ラ
^

'

.
■
靈

^

_

_

^

戰̂
,

義

,

_

蒼

#

»

廳

»

|

^

^

总̂

遞

_

退
_

義
替(

_

>

別

韦
.

:笋
の
變
化
ど
.な
り
，
株
仲
間
_
成
員
の
變
動
ど
な
る
。
株
仲
間
の
機
關
に
ゅ
そ
’の
總
體
意
思
の
辦
成
ヴ
た
め
の
寄
存
が
あ
今
寄
合
ゅ 

営
本
，、义
次
芮
著#

揺

(

の
，辨
究
，

」

. 
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ノ 

'

-

^

^

x

^

^

著
1
株
仲
開
の
，.碑
究
 j 

ニ

四
/v
-

-
 

C

1

D

Q

六)

，
 

仲
間
金
1-
の
集
合
.に
ょ
る
先
；の4
(?
そ
の
役
員'の
：み
集
る
も’の
；が
灸
る
，
9

#
聞
の
役
異
に
は
年
行
，

月
行
司
等
が
あ
り
、
、寄
合
を
な 

す
，の

办

奮

ず

いI

•
に
關
す
る
竿
生S

務
を
敢
扳6、

或
は
仲
叫
の
統
制
を
行
'ひ
•
對
外
的
に
は#
間
を
代
表
す
る
行
爲
を
爲
ず
、

0.. 

•こ
れ
ら1事
.務
奏
合
を
な
す
場
所
を
會
所
と
呼
ぶ

0
:株
仲
間
は
株‘の
'集
合
で
：あ.る
が
、
m
'な
.る
•集
合
で
な■く
、
そ
れ
が
街f

,c
融

合
--
♦
«| 

化
す
るQ.
時
>
/
'そ
-&
-
,
.に#
團
精
神
が
屈
ず
る
。
こ
の
株
仲
間
の

.精
神
を
摘
出..し
說
明
せ
る
简
所
は
，
本
書
の
餃
も
特
微
的
な
.る
部
分
を 

形
成
し
た
。；’即
ち
_

者
は
株
仲
間
が
そ
、の
機
能
ょ
り
見

‘て
功
利
的
な
經
濟
虫
義
に
'基
い
て
は
ゐf

の
气
爾
そ
れ
以
外
の
宗
敎
々
•
味 

守

的

•
.
連

帶

的

精

神

，が

强

ぐ

祚

用

^

て
.ゐ
：
た

事

堇
‘張
ヤ
る
0

從
つ
て
株
仲
間
は
單
な
.る
功
利
的
圑
體
で

I

 
く
、
遙
か
：に
廣
き
.範
圑
の 

■ 

;
,
t
:w
^

^

^
雞

祿

社

會

御

齧̂

^

靡

幾

に

^

^
間
の
氣
«

で

癌

：大
部
分€>
«

ザ

間

盤

耍
 

と
せ
る
冥
加
免
*
>
•納
及
び
課
役

、
.
.そ
れ
に
仲
間；S

部
の
諸
费
用
の
實
例•捻
出
方
法
左
考
察
し.て

組

織

を

說

明

せ

る

章

を

終

る

。

；：：：

•

次
ぐ
株
仲
間
の
機
能
の
章
、に
於
い

.て
は
、
：.そQ

,

經
濟
的
機
能
を
、
|

し
，て
說
明
す
る0
株
仲
間
杧
あ<>
て
'は
政
.治
的
機
能
も
文
'化
的 

機
能
：'
存
在
し
た
。
例
へ
，

.ば

銃1-

•的
.な
成
定
商
法
な
き
當
時
に
て
は
株
仲
間
の
規
定
す
る
商
慣
習
が
そ
の
恶
.準
と
な
り
し

如

き

、

或

は

 

^

¥
沙
欢
な̂
'
も
奉
行
所
の
手
に
至
ら
ざ
.る
^

、
仲
問
內
に7で
.解
決
し
得̂-
如
き
，は
前
背
で‘あ
，り
、
株
仲
間
が
飢
馑
等
の
際
に
救
恤
的
帮 

H
.

作
を
行
‘つ
^

如

き

、
，
或

は

當

時

.の
實
業
敎
育
は
株
仲
間
.を
通
じ
て
の.み
可
能
で
あ
つ
た
如
き
は
後
者
に
.属
す
る
o

然
し
そ
ル
ら
は
何
：
 

と
い
つ
て.も
副
次
的̂

機
能
•で
：あ
つ
て
、
本
書
が
經
.濟
的
機
能0
み
を
詳
し•く
取
紙
つ.た
.の
は
正A.

い

。
經

濟

的

機

能

に

.
は

四

つ

あ

る

な 

艮
.ち
獨
'r
r

*

r益
擁
s.
•
調
盤
及
び
信■月
保
持
の®
機
能
で̂

る
。
' 

.
そ
_の
內
容
は
そ€»
呼
稱
に
上
つ
、て
大
體を
稚
測
し
得
る
様
に
.、蜀占
ノ 

機
能
と
は
仲
間
内
外
总
零
を
排
除
し
て

-

市
場
を
獨
桌
配
せ
ん
と
す
‘る
機
能
で
あ
り
公
權
益
擁
髏
は
獨
占
を
全
か
ら
し
め
る
爲
、 

取
引
相
手
をS

し
、
或
は
舉
制
し
、
又
-は
自
己
の
特
權
を
主.張
す
る
の
機
能
を
指
し
.、
謹
は
商
取
則
の
圓
滑
を
期
す
.る
爲
に
公
正

. 

價
格
I

め
'、
.取
則
上
★
運

送

老
«

定
を
.な
\
 

:或
、|

.
の
：內
部0
人
的
統
制|

し
、た
り-す
る
機
能
、
着

の

.信
用
保
持
と
は
勝

_

獻

信

用

を

讓
_

_

籠

’1

_

線

篇

神
«

籠

、：«

_

0
他
：議

通

基

達

驾

夭
_

養

<?
>

JE
行
爲
の
排
轔
に
恶
く
信
用
保
持
の
努
力
等
が
之
れ

P
.

ぁ
る
。
• 

h
i

.

.扨
、ハ
そ
れ
ら
四
機
能
は
同
一
か
强
さ
に
於
い
で
各
仲
間
が
所
持
し
た
も

”
で
な
く
、
又
時
期'に
於
い
^

‘
强
弱
ぁ
る
を
免
れ
な.い
？ 

全
體
を
綜
合
し
て
考
察
す
る
に
大
體
株
仲
間
は
そ
‘の
發
展
期
に
は
調
歡*
信
用
保
持
鐵
此
が
强
く_
き
、
後
期
に
な
る
に
從
ひ
獨
古
と
檄 

益
擁
護
機
能
が̂

骨
化
す
^
。
前
蔣
の
强
き
杓
は
そ
の
犠
牲
的•公
共
的
使
命
か
ら
ぞ‘の
存
在
は
容
認
さ
れ
た-が
*'
後
#
、
殊
に
獨
占
の 

强
化
.は
物
潰
騰
貴
の
原
因
：
^
見
倣
さ
れ
識
者
の
反
感
を
實.つ
た
。
加
ふ
る
に
株
仲
間
內
部%
後
期
に
な
る
^
從
.ひ
、.仲

間

總

體

意

思

，
へ 

0

絕

對

服

從

觀

含

議
£
.な
.
、̂.、
從
つ
X
株
仲
間
爲
他
性
は
弱
め
ら
れ
る
。
こ

的

脆

S

S

5

占
な
る
外
面
的
强
化 

を
以
て
補
比
ん
士
し
ノ
社
會
の
指
彈
を
更‘に
ぁ
び
る
と
い
ぶ
風
に”
株
帅
間
は
漸
次
衰
頹
過
程
を
だ
ど
る
り
そ
の
間
天
保
改
革
、
嘉
永 

の
問
屋
龃
合
搏
興”
安
政
ぬ
株
仲
間
復
活
の
布
達
等‘の
政
治
的
經
過
’が
織
交
ぜ
ら
れ
第
五
窣
を
形
成
す
今
へ
-
>
 

’

,

:

か
ぐ
む
て
明
治
維
新
，と
な
つ
た
。
因
習
打
破
、.
營
業
自

|1
1

へ'
の
轉
換
は
必
然
的
贮
封
建
制
下
.の
產
物
.た
る
株
_

を
解
放
せ
ず
ん
ば 

JI
:
.ま
な
い
o
,
.明
治
元
年
政
府
は
諸
株
存
置
を
聲
明
し
た
が

'

そ
は
“
應
.の
人
心
安
定
策
に
す
ぎ
な
い
,-
0r

商
法
大
意」

の
i

ば
舊
株
礼 

を

駿

：し

、

.
新
鑑
札
を
ょ
饮
廣
き
聯
圍
に
分
ち
、

-
實
質
上
舊
來
の
株
仲
間
を
枯
死
せ
し
め
た

^

更
：.に
通
商
會
社
下
め
商
社
は
多
ぐ
_

間 

を

以

て

結

'ば

し

め

た

が

、
.
，
そ

.の

短

肌

_

に

，し

.で
失
敗
し
消
滅
し
去
つ
た
事
も
ド
株
伸
間
懈
放
へ

<D
5

程
に
な
つ
た

o
.

土

地

，
に

ょ

り

差 

違
は
ぁ
る
が
大
體
明
治
五

M
C

年
堪
に
、

#
#
：

間
解
放
令
は
全
國.に
發
布
ざ
れ
た9
•
.こ
.の
株
仲
間
の
解
放
過
程
が
第
六
章
を
な
す

;0
次
‘で 

，そ
の
結*
、
-̂
-
法
不
羅
に
流
れ
、
取
.引
は
紊
亂
ず
る

;0
'

政

府

は

商

社

設

妾

勸

說

し

，て

そ

0-
囘
復
を
圖
る.が
先
敗
，す
る"
"そ
.こ
に
新
し 

き
仲
間
た
る
近
代
的
同
業
組
合
が
發

_坐
し
發
展
ず
る
と
い
つ
.た
經
過
を
第
七
蓽
が
取
扱
ふ

{9
.、最
後
，の
第7\
意
は
結
論
と.し
.て
座 

間
及
び
苘
業
紙
合̂
比
較
對
照
及
び
そ
れ-
^
'の
時
代
的
特
性、
' 株
仲
間
と&
代
會
社
制
度
と
の
關
係
、
最
後
に
封
建
社
看
の
機
構
を

宮
本
又
次
氏
著〔

株
#
間
の
硏
究」
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営
眾
又
次
氏
著

「

楝
仲
間
の
硏
究；, 

-§ 

C
I〇
〇
八〕 

簡
單
扣
分
析
じ‘て
株
：

g

間
.の
存
在
^
發
展
襄
頹
を
意
義
づ
け
で
筆
怒
置
ぐ
。

：
/
.
.
'
,
、
'
.
, 

,
 

、

.以
1̂
が
本
箐
の
、
大

要

で

あ

：
が

、
，、
を
の

1

な
る
紹
介
を
以
て.1>
て
も
"#

5
:

間
自
體
の
綜
合
的
硏
究
書
と
し
て
は
本
箐
は
兖
璧
，に
- 

、近
い
も
の
た
る
，
:̂

知
る
で
あ
ら
ぅo
’，鬼
集
.せる廣きの，

努
力
的
な
分
解

•
.線

.舍

が

ヒ<p
書
^

^
徹
頭
徹
鳥
人
の
目
を
眩
惑
す 

る
，
。
：
そ

の

點

で

，我
々

'は
木
寄
を
江
湖
，に
推
賞
す
る
の
辭
を
惜
し
ま
'ぬ
も
の
で
.あ
'る
。
只
、
愁
を
沄
ふ
な
ら

S

本
書
は
あ
ま
り
に
潇
間 

自
體
の
說
明
に
主’眼
を
盥
ぎ
す
ぎ
ズ
、■そ
の
背
景
-

U

の
關
.係
を
脔
察
す
る
事
が
少~い
:-
°
そ
.の
：發
坐
ょ
ヵ
崩«
に
.至
る
過
程
を
社
#
の
發 

展
過
程
に
照
®

し
て
述
ぶ
る
•事
が
遊
だ
少
い.こ
と
で
、あ
る9
こ
の
事
は
著
者
—>
人
に
限
ら
'ぬ
？
避
莕
^
學
銃
に
_屬
す
る
'人
々
の
、
' 藤
•史 

解

釋

に

對

す

^

理

論

的

武

器

を

過

小

視

す

：る

通

弊

に

災

さ

れ

て

1ゐ
■る
の‘
で
あ’る
。
例
へ
ば

著

者

の

最

も

力

，を
，盡

く

し

.た

^
:
^
間

の

精

冲 

の
取
扱
ひ
に
於
い
て
も
然
队
で
あ
る:0
,著
者
の
*

げ
る
3
精
神
は
如
何
に
も
株
侦
間
に
存
在
し
た9然
し
そ
れ
は
封
建
跗
ゼ
に
生‘存
‘し
.、 

そ
.の
‘眾
圈
氣
に
词
化
し
て.そ
の
.
«な
^
彩
を
多
分
に
持
ち
得
た.%
の
で
あ
る
。
つ
；ま
.̂
.封
建
社
會
の
，精
神
な
の
で
あ
つ
て
、
著
者
が
特 

に
そ
れ
必
輕
濟
外
的
精
神
贪
ょ
り̂
層

重

颭

し

、
、
以
て

.株
仲
間
の
特
質
と
呼
稱
す
务
程
で
は
な
い
様
に
思
ふ
0
株
仲
間
の
轉
質
と
い
.ふ 

よ
り
'、：
そ
れ
に
同
化
せ
る
過
程
の
分
析
が
ょ
げ
以
上
必
，要
な
の
で
あ

•る
9 

> 

:■

,
倚
、
.本
書
は
著
者
が
昭
和
八
免「

大
阪
.に
於
け
る
株
仲
間
の
.解
放」

な
る
論
文
を
發
表
し
て
以
來
、
.各
種
學
術
雜
誌
に
載
せ
た
株
沖
甜 

に
關
す
る
論
稿
を
、
.
.改
め
て
體
系
づ
け
る
た
め
解
體
し
、
.
加
筆
補
訂
.

旦
'つ
組
み
變
ぺ
•た
も
の
-
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
掌
と
す
る
も
全 

く
別
の
も
の
で
あ
る
。
雜

間

は
.前
に
も
觸
れ
た
様
にr
地
域
的
に
も
内
容
的
に
.も
遇
U

ぐ
錯
雜
し
，て

ゐ

令

こ

Q

事
は
特
殊
的
事
情 

が
述
货
多
い
事
を
意
味
す
る
。
故
に
ど
そ
本
書
ひ
如
き
カ
作
的
綜
合
硏
究
書
が
必
要
な
の
.で
^
.る
.が
、
同
時
に
特
殊
事
情
の
鐘
解
，

p

亦
：：
 

必
要
，で
あ
る
タ
よ
づ
て
本
書
を
睛
せ
る
、
人
は
詁
に
引
用
せ
る
侗
別
論
文
を
11
に
併
讀
さ
る
\

事
を
御
獎
め
し
た
ぃ

0

そ
れ
に
よ
つ 

ャ
株
仲
間
に
對
す
る
善
層
の
趣
解
が
加
は
.る
と
共
，に
ぐ
そ
の
場
、
そ

の

時

.に
曝
岱
た
便
法
を
以
^

政
策
也
ず
る
事
办
^

が
；っ
^

同
.時
^

.

の
，認
識
を
更
に
深
め
得
る
：と
信
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
本
書
®

附
記y

よ
れ
ば
そ
れ
ら
論
文
は
他
日
論
文
策
と
し
て
此
に
送
ら
る 

の
由
.で
あ
る
。

ー
日
も
早
：か
ら
ん
事
を
希
望
し
て
业
ま
な
ぃ
°

宮
本
叉
次
氏
著「

株
仲
間
•の
i

u

五

r\

〇o
定


